























































6 Center  for  Interdisciplinary  Studies,University of  Fukui
して第1回 講義に出席 した学生を優先する抽選方法を提案
したところ共通教育委員会で検討していただいたようです
が採用されなかったようです。
数式を使わない方針はほぼ貫きましたが、飛行力学では
運動方程式に触れない訳にはいきませんでした。案の定、
この部分は学生の評価が真二つに分かれました。講義2年
目からは理論を実際に体験して理解したいという学生の希
望を入れてペーパークラフトを作らせて、講義の1回分を
割いてグラン ドで競技会を行いました。毎年何人かの学生
がライ ト兄弟の初飛行記録、12秒を優に超える飛行を達
成して私を驚かせてくれました。
この講義は市民開放プログラムになっていて3年度目か
ら毎年1名 、合計3名の受講者がありました。特に最初に
受講されたご婦人は教職の経歴もあって大変前向きに取り
組まれ、ペーパークラフト競技会にも参加されて最後のレ
ポー トも充実したレポー トを提出されました。講義するこ
ちら側もたったお一人ではありますが一騎当千で、講義に
緊張感を持って取り組ませていただき、そのことが講義の
質を高めることにつながって学生へ還元されることになり
ました。その方は今年度、建築建設の構造設計演習にも参
加され懇切丁寧な指導を受けられたと話しておられました。
このプログラムはこのように受講者の質に支えられている
面もありますが市民の方と教員側の相互啓発によって本学
が地域に根付いてゆく重要なプログラムです。
来年度の市民開放プログラムのパンフレットには遂に表
紙にペーパークラフ トが登場しましたが当科目は終了です。
教育地域科学部からの女子学生は毎年度良く掘り下げて的
を射たレポー ドを提出してくれます。当初の目的は十分に
達成できたと密かに喜んでいます。この共通教育制度が市
民開放プログラムと相俟って ますます所期の目的を挙げて
　 　 　
ゆくことを期待しています。
